











　　On 24 June, 2008, Hasuda High School and Kyoei University signed the agreement 
on the so-called “Program of High School-University Co-operation”.
　　Hasuda High School and its neighboring Shobu High School are scheduled to 
merge in 2010. The new high school will adopt the new curriculum based on the 
selective system on credits. Kyoei University, based on the Program, will support the 
new high school with the University’s new technology, called ICT. Thus, this new co-
operative program is different from the general case of co-operation between high 
schools and universities, which normally includes university professors’ special lectures 
and orientations in high schools.
　　This paper will report the implementation of this Program and its potential in the 
future.
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The Program of High School-University Cooperation with ICT




































限～ 4限を 5回、計 20時間の ICT活用授業を行った。大学並みのコンピュータ室を持
ち、授業人数分の最新コンピュータやデジタルカメラ、教卓脇には大型液晶タッチパネル
やカラーレーザープリンターが並ぶ。素晴らしい環境であった。





























































































































































2008年 12月で 49回の実施となる。今後、「日光 IT都市化研究所」へ高校生の参加を予
定している。
3．おわりに
従来型の連携とは、ひと味違った切り口でスタートした高大連携は、ICT活用を中心
に半年を経過。短期間ではあるが多くの実践を進め成果をあげた。蓮田高校の先生方や高
校生との連絡が密にとれたこと、実践型でその場で形が見えることが成果に繋がった。
ICT活用の交流は、テレビ電話があげられる。距離に関係なくインターネット接続の
コンピュータさえあれば費用もかからない。世界中が無料である。今回の高校生との連絡
はメールとWEBサイトの掲示板を活用、さらに、携帯メールの活用もあり、高校生から
の意見は高校側を経由しない形で聞くことができた。もちろん、直接のメールや書き込み
は高校側にも連絡済みである。
このような手法で行われた連携プログラムの中で、1番好評だったのは、高校生と養護
学校生との「ふれあい Tシャツ作成」である。多くの高校生と大学生が目的を一つにし
協力するプログラムは少ない。養護学校とのふれあいに繋がるとなると尚更である。養護
学校生の作品は胸を打つものが多かった。コンピュータ処理、分散型昇華印刷、ヒートプ
レスと作業は進んでいくが、その際、高校生や大学生の中には感動で涙ぐんでいる者もい
た。図 3のかいしゃごっこ通信を参考にしていただきたい。このプログラムの成果は大
きなものであった。近隣高校に今回の成果を持って連携を進め、大きな流れを提案した
い。
次は地域貢献プログラムである。警察署管内事件事故情報発信サービスを高校生が行う
ことは大変意義のあることと考える。自分自身や家族、学校に役立つだけでなく、情報を
広く発信することで社会全体の事件事故を減らすことにも発展するだろう。ICT活用で
の作業であればこのように簡易に対応できる。日本中の高校がこのような取組を始めたら
間違いなく大きな成果を生むだろうと考える。
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このように、即効で形と結果を示し、教育効果や研究成果を確認できる ICT活用の取
組に連携プログラム実施関係者は大きな手応えを感じた。高大連携のキーは、高校生と大
学生がいかに感動できるプログラム企画であるか、興味あるプログラムの実現に向かう高
校生と大学生による力の結集である。
4．課題と今後の可能性
感動の無い連携プログラムを進めるのは難しい。高校生と大学生がやる気を起こす企画
が必須である。感動がないところには大きな成果は生まれない。趣味や特技がなくキャリ
アデザインが苦手な高校生や大学生が多い現代、今回の「ふれあい Tシャツ作成」のよ
うな体験型の連携プログラムが必要である。自分も喜び相手にも喜ばれる福祉や地域貢献
型で感動を体験、やる気を起こさせる。話題性や即効性、経費面を考えると ICTの活用
が必要である。
今後の活動として、地元商店WEBサイト作成、中学校への出前授業、高校での社会人
講習会開催、大学生による高校生人生相談・進路相談、大学生による高校授業助手体験、
留学生による高校生への語学指導、高校生の学内起業（有）かいしゃごっこへのインター
ンシップ、本学が展開している日光 IT都市化プログラムへの参加があげられる。
特に、日光 IT都市化プログラムは、2006年に日光 ICT都市化研究所を設立、世界
遺産の街日光で ICT講習会や観光グッズ開発を実践している。日光での ICT講習会は、
2008年 12月に 49回となり、今後も多くの参加者が講習会を待ちわびている。高齢者も
多い講習会でインストラクターとしての若者の役割は大きい。今後、観光や福祉に興味を
持つ高校生の参加を望むところである。
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